
4
 
月
 

1
2
 2
 
1
7
 日
 

市
農
業
委
員
会
で
は
、

昭
和

四
十
年
度
、
第
一
回
目
の
自
作

農
維
持
資
金
、

お
よ
び
、
農
地

等
取
得
資
金
の

申
請
受
付
を
，
 

つ
ぎ
に
よ
り
行
な
い
ま
す
か
ら

希
望
者

は
、
期
間
内
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
資
金
の
有
資
格
者
は
、
 

農
耕
地

（
田
畑
）
経
営
面
積
が

一
町
歩
以
上
の
専
業
農
家
で
、
 

農
業
経
営
安
定
を
は
か

る
た
め

農
民
が
そ
の
基

盤
で
あ
る
、

田
 

離
轟
麟

鈴
の
借
入
申
請
 

や
畑
を
取
得
す
る

た
め
資
金
を

必
要
と
す
る
こ
と
が
要
件
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
 

◇
維
持
資
金
 

疾
病
、
災
害
、
相
続
等
に
よ

っ
て
、
急
に
資
金
が
必
要

に
な

り
、
自
分
の
農
地
を
売
却
し

な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
が
発
生

し
た
と
き
、
長
期
か
つ
低
利

に

貸
付
さ
れ
、
細
分
化
を
防
止
し

農
地
を
維
持
し
て
、
農
業
経
営

の
転
落
を
防
止
す
る
こ
と
が

目
 

的
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
 

◇
取
得
資
金
 

農
地
等

の
所
有
権
移
転

に
つ

い
て
、
農
地
法
第
三
条

に
ょ
る

許
町
済
の
も
の
、

あ
る
い

は
近

日
中
に
許
可
見

込
み
の
も

の
で

な
け
れ
ぱ

対
象
に
な
り
ま
せ
ん

そ
の
他
．

公
租
公
課
、
他
種
借

入
金
の
滞
納
者
、

生
活
扶
助
者

お
ょ
び
開
拓
農
家
に
つ
い

て
は

成
功
検
査
未
済
者
、
ま
た
は
、
 

不
合
格
者
等
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
 

◇
借
入
金
額
お
よ
び
利
率

自
作
農
維

持
資
金
（
年
五

分
 

）
最
高
額
三
十
万
円
 
農
地
等

取
得
資
金
（
年
三

分
五
厘
）
 

：ご・
？二
了、
ー
二
，
く

J・
・I
"
 

◇
償
還
期
間
 

償
還
期
間
は
、

当
該
農
業

者

が
、
資
金
借
入

後
、
実
施
す
る

農
業
猛
営
改
善
結
果
に
よ
る
経

済
余
剰
、

お
ょ
び
他
種
借
入

金

の
償
還
金
等
を
勘
案
し

て
、
こ

れ
に
見
合
5
最
高
期
間
と
し

ま

す
。
 

◇
受
付

期
間
 

昭
和
四
十
年
四

月
十
二
日

ー
 

十
七
日
、

午
前
九
時
か
ら

午
後

三
時
ま
で
。
 

◇
受
付
場
所
 

五
所
川
原
市
農
業
委
員
会
事

務
局
 
な
お
、

く
わ
し

く
は
市

農
業
委
員

会
・
ま
た
は
各
農
協

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

〇
・
・
建
設
中

公
営
住
宅
 

の
公
営
住
宅
は

三
月
末
に
は
入
居
者
決
定
の
抽

「
 

せ
ん
会
が

お
こ
な
わ
れ
、

四
月

初
旬
に
入
居

の
予
定
 

小
中
学
校
 
△

1
7日
栄
中
 

卒
業
式

”
講
振
詰
 

松
島
中
、

七
和
中
△

2
0日
五
所

川
原
中
△

2
1日
三
好
中
△

2
3日

鶴
ケ
岡
小
、

羽
野
木
沢
小
、

梅

泉
小
、
前
田
野
目
小
、

毘
沙
門

小
、
野
里
小
△

2
4日
五
所
ル
原

小
、
松
島
小
、

藻
川
小
、

田
川

小
、
高
野
小
△

2
5日
南
小
、

松

野
木
小
、

飯
詰
小
、
沖
飯
詰
小

七
ッ
館
小
、
 
一
野
坪
小
、

栄
小
 

5 日 

日
 
日
 
日
 
日
 
日
 
日
 
日
 

(
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a) 	（昭和33年9月10日第3種郵便物認可） 	市 ユ
 

ー
 
ー
 

政
 

ス 昭和 40 年 3 月 15日 
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犬の登録と 

狂犬病予防注射 

も 
犬の登録と、狂犬病予防注射をおこないます。あな 

たのかわしい犬が、登録（年1 回） を申請しなかった 

り、予防注射（年2 回）をうけなかったときに、県が 

指定した捕獲人に捕えられることがあります。 

◇登録料金・・・300 円 

◇予防注射料金・・・指定した期日、場所でうけたと 

きは230 円、その他の場所では300 円 

◇中請者は、印かんをご持参ねがいます。 

実施日程 (4 月） 

系所川儒地区 公民館前 10時～2 時 

ク 
	

市役所前 10時 2 時 

中川地区 支所前 10時～11時 
三好地区 	 ,, 	時～2 時 

毘沙門地区 出張所前 10時～11時
長富 地区 集会所前 1 時～2 時 

栄 地区 	支所前 	10時～11時 
梅沢地区 	 ', 	1 時～2 時 

七和地区 支所前 10時～11時 
長橋地区 	 ク 	1 時～2 時 

松島地区 支所前 相時～12時

飯詰地区 支所前 相時～12時 

毎月5. 15. 25日 発行第137号 一部2円 

発行所 五所川原市役所 印刷所 青森民友新聞社 

中学校統合の必要性 

五所川原市教育委員会 

義務教育の6.3 制が実施されてカら‘ 20年になろう

としていますが、中学校教育は、いまだに多くの問題

をかかえています。当市中学校の実態のあらましをの

べて、ひろく市民のご理解を得といと思います。 

市当局も教育には力をスれていますが、老朽校舎も

あり、特別教室の不足など、教育施設 t十分とはI え

ず、校地も狭く、 満足な運動場すらない学校もありま

す。 しかも、五所川原を除いては全部 9学級以下の学

校ばかりのため、教科担任教師ア配置も不十分で、都

市の生徒との学力差が、ますますひらいてゆく傾向r 
あります。 

当市の39年度の中学校生徒数は3.721人ですが、51 
年度には2.713人となり、1.000人も減少します。 

現在でさえも適正を欠いている小規模校が、10年後に

は 6学級程度の小規模校となり、学力の向 Eなピ、と

うていおぼつかないことになります，, 

こ’したことから中学校め統合が、切実な問題とし

てもりあがったわけです「，こ 5 したり規模校を統合し

て適正なものとし、近代的な校舎を建で、教科担当教

師の配置を十分にし、数材教具の活用度を高めること

によって、生徒の学習意欲をさかんにし、学力の向上

をはかる二とができます。 このような実情から、教委

としては今回その手はじめとして、五中松中の統合を

とりあげたい‘のです。 

三関連記事は 2.3 面へ 
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市 政 

五
所
川
原
中
学
校
と
松
島
中
学
校
の
統
合
が
、
去
る
一
月
」
1
 

十
日
の
市
議
会
で
、
い
ょ
い
よ
本
ぎ
ま
り
と
な
り
、
四
月
一
日

か
ら
五
所
川
原
第
一
中
学
校
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
o
と
こ
ろ
で
五
所
川
原
中
学
校
と
松
島
中
学
校
を
統
合
し

位
買
を
旧
十
川
の
ほ
と
り
に
き
め
た
の
は
、
い
ろ
い
ろ
の
事
情

を
考
え
、
慎
重
に
審
議
し
、
も
つ
と
も
条
件
が
よ
い
と
判
断
し

た
か
ら
で
す
。
そ
の
理
山
な
ど
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
説
明
に
よ

つ
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
お
互
い
に
手
を
と
り

あ
つ
て
り
つ
ば
な
教
育
の
場
を
築
き
あ
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
 

将
来
＼

の
、

推
定
 
 
生

徒

数
 

な
ぜ
こ

の
土
地
を
選
ん
だ

か
 

五
所
川
原
中
学
校
と
松
島
中

学
校
は
、
と
も
に
丘
（
舎
の
古
材

で
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
老
朽

が
ひ
ど
く
、
こ
れ
ま
で
伺
回
か

補
修
を
重
ね
て
き
た
も
の
で
す

と
く
に
、
松
島
中
学
校
は
、
 

も
う
新
築
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
時
期
が
き
て
お
り
ま
す
。
 

そ
れ
に
五
所
川
原
中
学
校
は

三
十
八
年

一
月
頃
か
ら
新
築
の

声
が
高
ま
り
、
再
三
に
わ
た
っ

て
請
願
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
も

現
在
の
敷
地
は
四

・
九
〇
〇
坪
 

（
一
部
で
校
庭
だ
け
で
も
六
・

〇
〇
〇
坪
あ
る
と
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で

す
）
 
で
、文
部
省
基
準
の
必
要

面
積
の
半
分
に
も
お
よ
ば
ず
、
 

困
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
 

そ
こ
で
、
適
正
な
学
級
編
成

に
よ
る
専
門
科
目
担
当
教
師
の

配
置
体
系
、
施
設
、
教
具
の
集

中
整
備
に
よ
る
効
果
的
財
政
運

営
な
ど
を
考
え
あ
わ
せ
て
、
国

の
財
政
援
助
の
有
利
な
統
合
中

学
校
を
、
建
て
る
こ
と
に
ふ
み

き
っ
た
も
の
で
す
。
 

近
年
、
市
街
地
が
周
囲
に
大

き
く
ひ
ろ
が
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
こ
れ
ま
で
の
都
市
計
画
街

路
で
は
、
十
分
で
は
な
く
、
東

部
地
域
に
つ
い
て
も
、
統
合
中

学
校
の
建
設
を
契
機
に
再
検
討

の
段
階
に
あ
り
．
現
在
考
え
ら

れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
・
・
・
 

△
駅
か
ら
森
林
軌
道
を
拡
巾
し

吹
畑
に
い
た
る
線
 

△
漆
川
の
部
落
か
ら
予
定
敷
地

に
つ
な
が
る
線
 

△
敷
島
町
か
ら
旧
十
川
を
渡
り

漆
川
に
い
た
る
線
 

△
旧
十
川
と
五
能
線

P
中
間
を

下
平
井
町
か
ら
、
工
業
高
校

前
に
い
た
る
線
 

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ

っ
て
 
通
学
距
離
も
相
当
近
く
 

五
所
川
原
中
学
校
そ
の
も
の

を
考
え
れ
ば
、
駅
の
す
ぐ
東
側

が
適
当
な
位
臓
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
地
価
が
高
く
，
現
在
の
市

の
財
政
力
で
は
無
理
で
す
。
 

そ
の
点
、
予
定
地
は
 
公
共

施
設
が
完
備
さ
れ
た
も
の
で
、
 

他
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
安
い

価
格
で
分
譲
さ
れ
、
し
か
も
五

年
の
年
賦
で
支
払
い
す
れ
ば
よ

く
、
敷
地
も

一
〇
・
〇
〇
〇
坪

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
．
三

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
ト
ラ
ツ
ク
に

野
球
場
も
設
定
で
き
る
と
い
う

好
条
件
が
あ
り
ま
す
。
 

建
設
予
定
地
と
松
島
中
学
校

と
は
、
 数
百
メ
ー
ト
ル
の
距
離

に
あ
る
の
で
、
学
校
運
営
の
面

か
ら
い
っ
て
も
統
合
は
の
ぞ
ま

し
く
、
岩
木
川
と
五
能
線
の
間
 

総
合
中
学
校
は
、
将
来
、
人

ロ
の
増
加
に
と
も
な
い
、
生
徒

数
が
ふ
え
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
さ
れ
る
む
き
も
あ
り
ま
す

が
、
現
在
の
児
童
、
生
徒
数
か

ら
推
計
し
ま
す
と
、
昭
和
四
十
 

な
り
ま
す
。
 

と
の
道
路
が
、
完
成
す
る
ま

で
は
、
鎌
谷
線
の
ほ
か
、
既
設

道
路
、
森
林
軌
道
の
利
用
も
考

え
ら
れ
ま
十
。
鎌
谷
線
の
改
良

工
事
は
、
継
続
事
業
と
し
て
、
 

三
十
九
年
度
か
ら
着
工
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
「
早
晩
り
っ
ぱ
に

な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
 

交
通
事
故
の
防
止
に
つ
い
て

は
、
安
全
教
育
の
立
場
か
ら
、
 

関
係
機
関
と
の
協
力
、
歩
道
の

整
備
な
ど
を
進
め
、
事
故
の
不

安
解
消
に
努
め
る
考
え
で
す
。
 
 

に
細
長
く
形
成
さ
れ
た
市
街
地

を
均
衡
の
と
れ
た
円
形
に
拡
大

す
る
と
い
う
将
来
の
都
市
構
造

の
点
か
ら
し
て
も
、
適
当
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
 

さ
ら
に
通
学
距
離
に
つ
い
て

み
て
も
、
市
街
地
か
ら
の
通
学

は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
鎌
谷
町
を

通
る
も
の
と
し
て
，
キ
ル
ブ
メ
 

ー
タ
ー
で
図
上
測
定
し
た
と
こ

ろ
も
っ
と
も
遠
い
小
曲
か
ら
四
 

・

三
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
三
ッ
谷

金
山
，

一
野
坪
か
ら

と
も

に

四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
て
、
 

文
部
省
基
準
の
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
下
ま
わ
り
、
し
か
も
、
学

区
の
東
西
南
北
，
い
ず
れ
か
ら

み
て
も
、
ほ
ぼ
中
央
に
位
し
て

い
ま
す
。
 

年
度
は
一

・
六
三
七
人
で
三
十
・

五
学
級
、
四
十
一
年
度
は
一

・

五
四
六
人
で
三
十
三
学
級
、
四

十
二
年
度
に
は
一

・
四
二
九
人

で
三
十
学
級
、
さ
ら
に
四
十
」
「
 

年
度
に
は
一
・
三
八
七
人
で
一
「
 

十
九
学
級
と
、
生
徒
数
が
年

A
 

減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。
 

そ
れ
に
現
在
、
五
所
川
原
中
・

学
校
に
は
、
栄
、
中
川
地
区
な

ど
か
ら
学
区
を
越
え
て
入
学
し

て
い
る
生
徒
が
か
な
り
い
る
の

で
、
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
区
一

の
中
学
校
に
入
学
す
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
数
学
級
は
さ
ら
に
減

る
こ
と
に
な
り
ま
す
h
 

か
り
に
、
今
後
、
人
ロ
が
多

少
増
加
し
て
も
、
家
族
計
画
の

普
及
、
お
よ
び
中
、
高
校
卒
業

者
の
県
外
就
職
、
中
堅
労
働
力

の
離
農
な
ど
に
よ
り
、
出
生
率

が
低
下
し
、
人
ロ
に
対
す
る
生

徒
数
の
割
合
が
著
し
く
落
ち
る

の
で
、
生
徒
数
は
、
さ
ら
に
減

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

通
学
道
路
の
整
備
計
画
 

み
ん
な
で

建
一
一
 

 よ
Aノ
 

り
っ

ま

な
女
も

ニ
 
ヒ

つ
レ
、

戸
か
へ
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五着崎原弟ー中学校学区 

し
‘
て
‘
 
才
fソ
車
に
 
月
き
了
ョ
I
f
に
ネ
し
て
く
た
，c
し
：
．午
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一
 

一
 

五
所
川
原
中
学
校
と
．
松
島

中
学
校
を
、
そ
れ
ぞ
か
現
在
地

に
、
新
築
し
た
場
合
の
補
助
基

準
は
、
危
険
校
舎
分
に
つ
い
て

の
み
、
三
分
の
一
、
統
合
中
学

校
の
場
合
は
は
基
準
坪
数
総
体

に
つ
い
て
ニ
分
の
ー
で
あ
り
、
 

起
債
に
つ
い
て
も
、
有
利
な
取

扱
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

用
地
費
に
は
、
補
助
は
つ
き

ま
せ
ん
が
、
起
債
が
認
め
ら
れ
 

生
徒
に
と
っ

て
も
、
父
兄
に

と
っ
て
も
、
自

宅
と
学
校
と
の

距
離
が
近
け
れ

ば
、
そ
れ
に
越

し
た
こ
と
は
な

い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
 ま
た
郷

土
に
対
す
る
郷

愁
、
学
校
の
伝

統
に
対
す
る
愛

着
の
念
は
、

一

朝

一
タ
に
し
て

断
ち
が
た
い
も
 

博
 
し
か

1
 

し
か
し
、
市
制
を
施
行
し
て
 

「
市
誌
纏
薙銑
姦
の
 

）
 
一

一
 

「
カ
託い
誓
議
躍
雄

器
繊
霧
講
騒
”
孤
 予

定
地
の
敷
地
購
人
費
は
、
五

年
の
年
賦
払
い
、
取
付
道
路
工

事
は
不
要
、
汚
水
処
理
施
設
費

も
少
な
く
て
す
む
と
い
う
、
好

条
件
に
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
 

現
在
の
五
所
川
原
，
松
島
、
両

中
学
校
の
あ
と
地
が
、
市
有
地
 

か
り
に
現
在
地
に
、
鉄
筋

コ

ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
の
校
告
を

建
て
る
と
す
れ
ば
、
新
築
校
舎

の
位
置
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
 

現
在
の
校
舎
を
解
体
す
れ
ば

生
徒
の
収
容
場
所
が
な
く
、
東

側
道
路
よ
り
に
建
て
れ
ば
、
建
 
 

と
し
て
、
今
後
大
き
な
利
用
価

値
を
持
つ
も
の
で
す
。
 

か
り
に
、
他
に
統
合
中
学
校

の
敷
地
を
求
め
た
と
す
れ
ば
．
 

購
入
費
、
整
地
、
排
水
溝
、
取

付
道
路
の
工
事
費
な
ど
が
、
即

時
払
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ

の
支
払
い
に
追
わ
れ
、
着
工
は

相
当
お
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
 

築
資
材
の
置
場
に
ふ
さ
が
れ
、
 

校
庭
が
使
用
で
き
な
い
状
態
に

な
り
ま
す
 

そ
れ
が
ニ
ー
三
年
も
続
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
し
か
く
、
補

助

は
危
険
校
舎
と

み
な
さ
れ

て
い
る
工
事
事
務
所
と
な
り
の
 
 

南
側
の
校
舎
分
に
対
し
て
の
み

三
分
の
ー
で
、
あ
と
は
、
自
己

負
担
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

そ
れ
で
は
市
の
財
政
計
画
が

と
も
な
い
ま
せ
ん
の
で
，
あ
と

の
校
舎
は
後
年
、
補
助
対
象
と

な
っ
て
か
ら
増
築
と
い
う
こ
と

で
危
険
校
舎
、
屋
体
、
そ
の
他

グ
校
舎
と
、
こ
ま
ぎ
れ
建
築
に

な
る
関
係
か
ら
、
校
地
に
対
す

る
校
舎
の
配
置
が
、
合
理
的
に

い
か
ず
、
狭
い
校
地
を
こ
と
さ

ら
狭
く
使
う
こ
と
に
な
り
、
野

球
す
ら
も
で
き
な
い
結
果
に
な

り
ま
す
。
 

そ
れ
で
い
て
、
五
所
川
原
中

学
校
ょ
り
も
老
朽
度
の
高
い
松

島
中
学
校
が
、
少
し
も
解
決
さ

れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

N
 の
で
す
。
 

双
 
か
ら
、十
年
の
歳
月
が
流
れ
て
 

N
 お
り
ま
す
。
 

）
謙
毎
「
『耗
縛
麟
 

、
ノ
N

町
へ
な
ど
と
い
う
偏
見
か
ら
は
 

蕊

糞
舞

緯

籍
 

五
中
を
現
在
地
に
建
で
た
場
合
 

昭和 40 年 3 月 15 日 
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施
設
の
完
備
し
た
団
地
 

県
住
宅
協
会
は
、
松
島
団
地

の
宅
地
分
譲
希
望
者
を
、
つ
ぎ

に
ょ
り
募
集
し
ま
す
。
 

団
地
名
お
よ
び
所
在
地
 

松
島
団
地

五
所
川
原
市
大

字
吹
畑
、
石
岡

お
よ
び
漆
川

◇
分
譲
区
画

数
 三

〇
五
区
画

◇
一
区
画
当

り
坪
数
 

六
〇
ー
一
〇

〇
坪

（
平
均
七

五
坪
）
 

◇
分
譲
価
格

六
、
三
〇
〇

円
ー
九
、
五
〇

〇
円

（
一
坪
当

り
）
分
譲
価
格

は
、
工
事
費
お

よ
び
面
積
の
増

減
に
よ
っ
て
、
 

多
少
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
ご
了
承
く
だ
さ
い

◇
分
譲
条
件
 

①
分
譲
代
金
は
、
契
約
の
と

き
に
概
算
価
格
の
半
額
を
支
払

い
残
額
は
、
精
算
に
よ
っ
て
、
 

土
地
引
き
渡
し
の
と
き
に
支
払

っ
て
、
い
た
だ
き
ま
す
 

②
当
該
宅
地
の
引
渡
し
を
受

け
た
日
か
ら
、
 二
年
以
内
に
住

宅
を
建
設
で
き
る
方
 

◇
譲
受
人
の
資
格
 

①
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
、
 

住
宅
建
設
敷
地
を
必
要
と
し
、
 

所
定
の
土
地
代
の
納
入
で
き
る

方
 ②

五
所
川
原
市
に
、
居
住
す

る
か
、
ま
た
は
、
職
場
を
有
す

る
方
、
お
ょ
び
、
近
く
五
所
川

原
市
へ
居
住
希
望
の
方
 

③
確
実
な
連
帯
保
証
人
の
あ

る
方
（
申
込
人
と
同
等
以
上
の

資
力
の
あ
る
方
）
 

④
世
帯
構
成
は
、
二
名
以
上

で
あ
る
こ
と
（
婚
約
者
を
含
む
 

ノ
 

◇
譲
受
人
の
決
定
 

①
住
宅
協
会
r
よ
る
書
類
審

査
お
ょ
び
、
実
態
調
査
 

②
分
譲
希
望
者
多
数
の
際
は

審
査
の
う
え
、
抽
せ
ん
、
そ
の

他
の
方
法
に
よ
り
決
定
し
ま
す

◇
申
し
込
み
の
方
法
 

①
中
し
込
み
は
、
 一
世
帯
一

区
画
に
限
り
ま
す
。
 た
だ
し
、
 

特
別
の
事
情
の
あ
る
方
は
、
別

途
考
慮
し
ま
す
 

の
中
し
込
み
の
際
、
提
出
す

る
書
類
 

の
宅
地
購
入
申
込
書
（
協
会

所
定
の
も
の
）
 
二
通
 

回
宅
地
を
必
要
と
す
る
理
由

書
 
】
一通
 

回
収
入
証
明
書
ま
た
は
所
得

証
明
書
）
 
二
通
 

◇
申
し
込
み
の
要
領
 

申
込
書
、
そ
の
他
据
出
書
類

は
返
却
し
ま
せ
ん
 

◇
申
込
受
付
期
間
 

昭
和
四
十
年
四
月
一
日
か
ら

四
月
十
日
ま
で
．
時
間
は
、
午

前
九
時
ー
午
後
四
時
 
（
た
だ
し

土
曜
日
の
午
後
お
ょ
び
日
曜
日

を
除
く
）
 

◇
受
付
場
所
 

五
所
川
原
市

役
所
市
民
課

内
、
青
森
県
住
宅
協
会
五
所
川

原
支
所
 

〇
申
し
込
み
の
際
、
印
か
ん

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

、
写

真
 
説

明
（
 

①
中
心
施
設
 
（
購売
、
公
共
 

施
設
）
 

①
中
央
公
園
 

③
児
竜
遊
園
地
 

④
宅
地
分
譲
 

⑥
公
営
住
宅
 

⑥
補
助
店
舗
 

⑦
ガ
ス
施
設
 

⑧
汚
水
処
理
場
 

⑥
宅
地
債
券
分
譲
地
 

⑩
中
層
住
宅
 

⑩
分
譲
住
宅
 

⑩
幼
稚
園
 

⑩
小
学
校
 

＠
中
学
校
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